	映像表現論
	Chapter12 　映画表現の発達(4)　成熟期の映画表現～アメリカ映画発達略史～


1　アメリカ映画の勃興～ハリウッド的なるものの完成～
　　戦後のアメリカ映画-欧州や日本映画が戦争の惨禍にみまわれている間、アメリカ映画はほとんど無傷で戦後を迎え、スターシステムの完成と大衆娯楽路線の定着で繁栄を謳歌、世界的マーケットを確立する。

　その後、テレビの普及で打撃を受けると、大作主義で巻き返し、大型映画の撮影・上映システムが発達した。1952年シネラマ、続いてシネマスコープ、ビスタビジョン、70ミリ映画など、大きなスクリーンにワイドに投影する映画が開発され、スペクタクル大作主義へとむかう傾向が強まった。
　　〇『白昼の決闘』（1947キング・ヴィダー）、『真昼の決闘』、（1952フレッド・ジンネマン）、『地上最大のショウ』（1952）、『聖衣』（1953）、『ローマの休日』（1953ウィリアム・ワイラー）、『ホワイトクリスマス』（1954）、『エデンの東』（1954エリア・カザン）、『オクラホマ！』（1955）、『理由なき反抗』（1955ニコラス・レイ）、『ベンハー』（1959ウィリアム・ワイラー）
2　アメリカン・ニューシネマの台頭と映画の質的変化
　　ベトナム戦争の“敗北”を機に、アメリカの社会風俗や大衆の意識に変化が生じ、映画にも質的変化がもたらされた。　演劇界やテレビ界から、才能ある脚本家や演出家が映画に進出し、ニューヨークなどハリウッド以外で映画をつくる人々（ニューヨーク派やオフ･ハリウッド派）が台頭してくる。そして、1960年代後半、アメリカン・ニューシネマ世代といわれる新しい作家たちが競って登場し、新風がおこる。その先鞭をつけた作品に、アーサー・ペン監督『俺たちに明日はない』（1967、原題：Bonnie and Clyde）があった。このため、アメリカ映画の歴史を、“Bonnie and Clyde以前／以後”、と峻別する言い方まで生まれた。ベトナム戦争の敗北の“反省”を見つめ、人間の暗く厳しい断面をえぐりだすアメリカン・ニューシネマは、高い芸術性とリベラリズムをそなえていた。
　　〇『俺たちに明日はない』（1967アーサーペン）、『明日に向かって撃て!』（1969ジョージ・ロイ・ヒル）、『イージーライダー』（1969デニス・ホッパー）、『卒業』、（1967 マイクニコルズ）、『真夜中のカーボーイ』（1969ジョン・シュレシンジャー）、『ソルジャー･ブルー』（1970ラルフ・ネルソン）、『フレンチコネクション』（1971ウィリアム・フリードキン）、『アリスの恋』（1974マーティンスコセッシ）、『タクシードライバー』（1976マーティンスコセッシ）、『マンハッタン』（1979ウッディ・アレン）
3ハリウッド・ムービーの世界席巻再び
　　アメリカン・ニューシネマの路線がマンネリ化していくにつれて、映画が小規模で、魅力に欠けるものとなっていったことに対して、一昔前の対策主義路線への回帰現象がおこる。さまざまなテーマによる“パニック映画”が大ヒットし、また特殊撮影技術の発達とあいまって、古典的スペースオペラ映画も試みられ、全世界でヒットするいっぽう、恐怖映画、オカルト映画なども人気を集めた。やがて、コンピュータ・グラフィクス技術の成熟によって、映画表現技術はさらに革新をとげることとなる。
　〇『ポセイドン・アドベンチャー』（1972ロナルド・ニーム）、『タワーリング・インフェルノ』（１９74ジョン・ギラーミン、アーウィン・アレン）、『JAWS』（1975スティーヴン・スピルバーグ）、『スターウォーズ』、（1977ジョージ・ルーカス）、『未知との遭遇』（1977スティーヴン・スピルバーグ）、『インディ・ジョーンズ』（1981スティーヴン・スピルバーグ）
4　「シネマ」と「ムービー」のニュアンス（定義ではなく、単なる語感としてですが）の違いについて
　・シネマ＝芸術的作品というニュアンスが強い（アメリカン・ニューシネマ）
　・ムービー＝娯楽的作品というニュアンスが少し強く感じられる（SFムービー、ジェットコースタームービー、ハリウッドムービー、オカルトムービー）
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　アメリカでは、1960年代後半、___＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿世代といわれる新しい作家たちが競って登場し、新風がおこる。その先鞭をつけた作品が、アーサー・ペン監督『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』（1967、原題：Bonnie and Clyde）があった。このため、アメリカ映画の歴史を、“Bonnie and Clyde以前／以後”、と峻別する言い方まで生まれた。
【授業への感想・意見などを必ずお書きください(必須)】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

